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1. はじめに 

 

中心市街地のにぎわい向上のために，人の回遊

行動を把握することは重要である．既存研究 1)では，

カーネル密度法という調査参加者の回遊行動圏を

簡便に推定する方法を利用して，回遊行動圏を視

覚化し，熊本都心部における回遊特性の一部を明

らかにしていた．しかし回遊圏域や回遊時間に着

目した分析であったため，回遊地区については考

慮されていなかった.そこで本研究では，回遊地区

選択や回遊時間の決定に影響を及ぼす要因を明ら

かにし，まちなかの状況や地区の特徴を数値とし

て把握することを目的とする．これにより，桜町

で実施されている再開発事業をはじめとした，ま

ちなかの状況の変化に対する，要因の比較や施策

の評価を可能にする． 

 

2. 分析データの概要 

 
分析の対象とするのは， 2013年 11月から 12月

の土・日曜の計 6日間に熊本市都心部で実施された，

スマホ・アプリを用いた回遊調査である．専用ア

プリを参加者個人所有のスマートフォンにインス

トールし，回遊軌跡を把握する．調査で得られる

情報として，GPS の軌跡に加えて，アプリ利用の

登録時の情報から，調査参加者の性別，年齢，就

業状況，居住地，回遊後のアンケート調査から，

来街目的，来街交通手段，来街場所，同行者など

がある．本調査に参加し，アンケートに回答した

のは 6日間で延べ 1,086 サンプルであった．参加者

の属性分布などを含めた調査の詳細は別途 2) 3)を参

照されたい． 

 本研究では，回遊地区別の回遊時間配分行動モデ

ルを構築する．そこで，図-1 に示すようにまちなか

を 8の回遊地区に分類した．  

 

 
図-1 回遊地区の分類 

3. MDCEVモデル 

  

本研究では，離散連続モデルの一つである

MDCEV モデル 4)を用いて，人々の回遊行動のモデ

ル化を行う．MDCEV モデルは，財に限界効用逓減

性を仮定することにより，経済学とも整合した形で

複数財への資源配分行動を記述する行動モデルであ

る．効用関数において個人はある財の消費量𝑥𝑘を，

総効用𝑈(𝑥)を最大化するように決定すると仮定し

ている． 

ただし 

本研究では人々の熊本市中心市街地における，時

間配分行動を 8 に分割したゾーンへの時間配分とし

てモデルを構築する．1日 24時間における，熊本市

中心市街地 8 ゾーン以外への時間配分を外部財とし，

各ゾーンと外部財を含めた選択肢への時間配分行動

のモデル化を行う．ただし個人は 1 日 24 時間の時

間制約の下，効用最大化理論に基づく MDCEVモデ

ルに従って時間配分を決定していると仮定する．そ

のため，滞在したゾーンの順番や，時間軸，時間割

引率は考慮されていない．あくまで，1日 24時間と

いう資源の配分問題として，滞在時間配分行動のモ

デリングを行う．  

Bhat8)より 8 個の選択肢から M 個のゾーンを選択

した場合の同時選択確率は式(2)のように表される．

このとき𝑡∗はその活動への配分時間である．また，

このとき効用関数𝑉𝑘は式(3)のように定式化される． 
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𝑉𝑘 = 𝛽′𝑧𝑘 − ln (
𝑥𝑘
∗

𝛾𝑘
+ 1) ただし (𝑘 ≥ 2) 

𝑉1 = −ln(𝑡1
∗) 

(3) 

 

4. モデル推定結果と考察 
 

MDCEV モデルによるパラメータ推定を行った．

推定結果を表-1 に示し，回遊地区毎の結果と考察

を以下に述べる．推定結果は，パラメータが正で

有意の場合，その地区を選択しやすく，回遊時間

𝑈(𝑥) = 𝜓1ln𝑥1 +∑𝛾𝑘𝜓𝑘ln (
𝑥𝑘
𝛾𝑘

+ 1)

𝐾

𝑘=2

 

where 𝜓1 = exp(𝜀1), and 𝜓𝑘 = exp(𝛽′𝑧𝑘 + 𝜀𝑘) 
(1) 

𝜓𝑘：基準限界効用関数 

𝛾𝑘：飽和パラメータ 

𝜀𝑘：ガンベル分布に従う誤差項 

𝛽′：未知パラメータ 

𝑧𝑘：説明変数 

𝑥𝑘：k財の消費量 
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が長くなりやすいと解釈する． 

「桜町」では， 年齢が高い，バスで，友達以外

と来街した人ほど回遊しやすいことがわかる．こ

れは，調査当時「桜町」にあった県民百貨店が高

齢者のよく利用する施設であったことやバスの拠

点である交通センターがあることが理由として考

えられる． 

「新市街」では，年齢が高く，娯楽目的で来街，

ひとりで来街した人，また男性ほど回遊しやすい

ことがわかる．「桜町」と距離が近いことや，娯

楽施設が集まっていることから娯楽目的でひとり

で来街した男性がパチンコ店に長時間滞在してい

るためだと考えれる． 

「下通東」や「下通西」では娯楽目的以外で来

街した人や男性ほど回遊しやすいという結果とな

った． 

「下通」では，年齢が高く，男性であるほど回

遊しやすく，娯楽目的だと回遊しにくいことがわ

かる．「下通」にも娯楽施設は多くあるが，それ

以上に商業施設やカフェなど様々な店舗が集まっ

ているため，娯楽ダミーが有意にならなかったの

ではないかと考える． 

「上通」では，年齢が高いほど回遊しやすく，

買物目的だと回遊しにくいことがわかる．上通ア

ーケードの北側に延びる並木坂は老舗の和菓子屋

や文房具店もあるため，年齢が高い人の回遊が多

くなっているのではないかと考えた． 

「上通東」では，食事目的や男性であるほど回

遊しやすいことがわかる．「上通東」に含まれる

上乃裏は隠れ家的な飲食店などが立ち並ぶため食

事目的で訪れる人も多いのではないかと考える． 

「上通西」では ，男性や年齢が高いと回遊しや

すいことがわかる． 

本研究では，メイン通りを中心としたゾーニン

グでパラメータ推定を行ったが，ゾーニングの異

なる推定結果 5)と比較すると，同じ地区を含んでい

ても有意になる説明変数に違いがあった．特に

「下通」やまちなかの北東方向の地区では大まか

なゾーニングのために定数項以外有意となる説明

変数がなかったのに対し，本研究ではどの地区で

も有意になる説明変数をいくつか示すことができ

た．これより，まちなかの状況や地区の特徴を把

握する際の、適切な分析ゾーンの設定の重要性が

確認できる． 

 

5. おわりに 

 
本研究では，個人属性を説明変数に導入した

MDCEVモデルによるパラメータ推定の結果，いく

つかの有意な説明変数を示した．今後の展望とし

て，商業統計を用いて地域属性を説明変数に導入し

た分析や地区間の相関を考慮した分析を行いたい．

まちなかの状況や地区の特徴を数値で表現すること

により，再開発事業等の施策の評価を可能にし，ま

ちなか全体でのにぎわい増加につなげていきたい．  

表-1 MDCEVモデルの推定結果 

 
注)***1%有意，**5%有意，*10%有意 
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地区名 説明変数 パラメータ t値

定数項 -9.753 -50.482 ***

年齢 0.043 11.870 ***

性別 0.109 0.825

バスダミー 0.715 6.275 ***

友達とダミー -0.537 -3.640 ***

定数項 -8.729 -52.814 ***

年齢 0.020 5.556 ***

性別 0.320 2.472 **

娯楽ダミー 0.501 2.059 **

自転車ダミー -0.080 -0.646

ひとりでダミー 0.244 2.224 **

定数項 -5.585 -50.499 ***

年齢 -0.002 -0.934

性別 0.162 1.709 *

娯楽ダミー -0.512 -3.313 ***

定数項 -6.538 -54.396 ***

年齢 -0.002 -0.583

性別 0.209 2.066 **

娯楽ダミー -1.576 -5.177 ***

定数項 -7.049 -63.941 ***

年齢 0.024 9.653 ***

性別 0.203 2.171 **

娯楽ダミー -0.605 -3.438 ***

電鉄ダミー -0.065 -0.551

定数項 -7.624 -46.874 ***

年齢 0.016 5.050 ***

性別 0.166 1.456

電鉄ダミー -0.033 -0.223

買物ダミー -0.511 -4.979 ***

定数項 -8.183 -46.763 ***

年齢 0.004 0.855

性別 0.249 1.818 *

食事ダミー 0.291 1.719 *

定数項 -8.561 -47.094 ***

年齢 0.008 1.756 *

性別 0.335 2.332 **

徒歩ダミー 0.067 0.354

上通東

上通西

桜町

新市街

下通東

下通西

下通

上通
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